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当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

新エネルギー（小水力発電）の開発に取り組み、脱炭素に向けた取組を構築・強化するとともに、発電

所運営により地域雇用を増やし、持続可能な社会の実現に寄与する。 

 

 

 

３側面 

（主な分

野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

登録年月日：令和 4 年 12 月 1 日 

✓環境 

✔社会 

✓経済 

県内での小水力発電所（再生可能エ

ネルギー）の建設・運営 

地産地消の新電力創出

現状値：年間発電電力

量 0wh⇒2030 年：年

間発電電力量 10,000

Ｍwh 

開発の許認可申請に

向け、県、町、及び関

係各所との交渉を実

施した。また、並行

し、計画地の測量等

実施し、基本設計を

行った。 

 

（進捗率） 

15％ 

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

（進捗率） 

 

 

 

2030 年の目指す姿 

県内での小水力発電所の新設を２～３箇所計画し、２０３０年までの実現を目指す。年間発電電力量

10,000Ⅿwh の再生可能エネルギーによる新電力を創出する。それにより脱炭素を図り持続可能な社会

を形成すると供に、地元雇用を増やし、地域経済の循環を促す。 

 

 

【記載留意点】 

・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 
 達成に向けた取組チェックリスト」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重 



点的な取組」を記載してください。 
・指標は、原則として数値目標を記載してください。 

・「環境」、「社会」、「経済」の 3側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野 

にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 


